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運動に弾み! 沖縄県議会与党会派が
≪土砂規制条例案≫を県議会事務局に提案








辺野古埋め立て土砂搬出反対ニュース


北九州連絡協議会準備会≪2015年6月13日・No.13≫


連絡先…森下宏人・090-9495-3902　八記久美子080-1730-8895











平和で美しい故郷を、子ども達に手渡すために…





いろいろな新聞報道を、超簡単にまとめてみました





●そもそも環境省の計画


環境省などは、外来種対策を推進するために、今年3月に「外来種被害防止行動計画」をきめ、地方自治体に地域の生物多様性保全の観点から、外来種対策を実施するよう求めていて、今回の県議会与党の条例案は、国の要請に応じたものでもあります。





●国も対抗策


防衛局側も外来種対策の必要性は認めていて、条例が施行される前の、駆け込み搬入は難しいと思われています。沖縄防衛局長は「制定されればそれに沿う」といいながら、国は条例への対抗策も検討し始めているそうです。








●やったー。条例案提出


沖縄県議会与党会派は昨日12日、土砂や石材などの埋め立て用材の、県外からの搬入に伴う外来生物の侵入を規制する条例案を、県議会事務局に提出しました。





●条例案の内容は


内容は、埋め立て事業者に｢届け出｣と｢特定外来生物の防除対策の義務づけ｣や、県に｢立ち入り調査の権限｣と、混入が確認された場合は｢土砂などの不使用を勧告｣できるものになっています。





●7月の最終本会議で


条例案は、6月16日開会の6月定例会に提出され、7月10日の最終本会議で議決される予定ですが、県議会は与党多数のため、可決されるようです。なお、施行日は11月1日の予定。

















沢山の沖縄県議のみなさんか、


力を合わせ、新基地建設を


ストップさせようとしている


写真に、なんか感動します。





記者会見で、条例案の説明をする県議の皆さん。写真は沖縄の仲間から。


















